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人生80年 生涯学習は
あなたが主役です

学

び

あ

う

ま

ち

足

立

を

め

ざ

し

て

人
生
8
0
年
を
合
言
葉
に

、
最
近
「
学
ぶ
」
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
人
が
ふ
え
て
お
り
、
生
涯
学
習
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
区
で
は
「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」「
だ
れ
で
も
」「
い
つ
ま

で
も
」
と
幅
広
く
生
涯
学
習
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
ま
す

。
こ
れ
は
、
2
3区
で
も
初
め
て
で
、
足
立
区

が
本
格
的
に
と
り
く
ん
で
い
る
施
策
で
す
。
特
に
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
地
域
学
習
に
は
力
を
入
れ
、

点
か
ら
線
、
轢
か
ら
面
へ
と
学
習
の
軸
が
広
が
る
よ
う
、
区
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に

「
足
立
の
生
涯
学
習
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
と

思
い
ま
す

。

生
涯
学
習
と
は

国
に
よ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、「
生

胚
学
習
を
必
要
と
思
う
人
」
は
約
9
0
%

に
お
よ
ぷ
反
面
、『
生
涯
学
習

を
実
行
し
て
い
る
人
』
は
約
5
0
%

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
か
、
生
涯
学
び
続
け
た
い
と
い

う
考
兄
方
か
ら
す
れ
ば
学
習
は
も
i

学
校
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん

。
高
齢
化
社
会
で
の
生
き
が
い
を

求
め
、
ま
た
学
歴
社
会
の
弊
害
を

解
消
す
る
た
め
に
も
、
さ
ら
に
は

健
康
づ
く
り
に
も
生
涯
学
習
の
果

た
す
役
創
は
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す

。
[生
涯
学
習
]
と
い
い
ま
す
と
、

す
ぐ
知
識
中
心
の
頭
の
学
習
を
連

想
し
が
ち
で
す
が
、
音
楽
や
美
術

な
ど
の
情
操
面
や
、
健
康
体
力
つ

く
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。
社
会
教
育
施
設
や
民

間
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、あ

る
い
は
さ
恚
i

刄
地
域
活
動
や

社
会
参
加
を
通
し
て
学
ん
で
い
る

皆
さ
ん
の

。ふ
だ
ん
着
'
の
ま
ま

の
妛
こ
そ
生
涯
学
習
だ
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

そ
し
て
、
習
寿
し
た
内
容
を
持

ち
か
え
り
、地
域
に
I

す
そ
分

け
‘

す
る
相
互
の
学
習
も
生
涯
学

習
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

い
ま
な
ぜ

生
涯
学
習
か

生
涯
学
習
意
欲
の
高
ま
り
に
は

そ
れ
な
り
の
背
景
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
変
化
す
る
社
会
に
対

に
し
て

、
生
き
る
た
め
に
学
ぶ
と

い
う
考
え
方
。
二
つ
は
、
人
生
8
0

年
時
代
を
迎
え
、
生
き
か
い
の
あ

る
人
生
設
計
を
築
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
。
三
つ
は
、
人
間
性

の
回
气

四
つ
は

。
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
ど
の
よ
う
に
深
め

て

、
と
も
に
生
き
る
地
域
社
会
を

築
い
て
い
く
か
。こ
の
よ
う
な
こ

と
か
、
生
涯
学
習
の
必
要
が
高
ま

っ
て
い
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す

。ま
ち
づ
く
り
は

人
づ
く
り
か
ら

Ａ
社
会
教
育
委
員
会
議
の
答
申
V
 
2
1

鬯
紀
夲
め
ざ
し
た
わ
が
国
の

教
育
の
あ
り
方
童
C
ぐ
る
臨
時
教

育
審
康
会
は
、
学
校
教
育
修
了
後

も
知
識
や
技
術
の
習
得
機
会
が
寿

ら
れ
φ
ぶ
う

「働
き
な
が
ら
掌
べ

る
学
習
社
会
」
の
樹
立
を
主
張
し

て
い
ま
す

。

当
区
で
は
、
昭
和
5
9年
1

月
に

第
三
期
社
会
教
育
委
員
会
議
に

「足
立
区
に
お
け
る
生
涯
教
育
の

あ
り
方
と
そ
の
基
本
的
方
策
に
つ

い
て
」
諮
問
し
、
昨
年
同
委
員
会

巌
か
ら
そ
の
答
申
を
受
け
ま
し

た

。同
答
申
は
、
足
立
区
の
生
涯

教
育
は
[
諞
和
の
と
れ
た
心
豊
か

な
住
み
よ
い
足
立
の
人
づ
く
り
]

聚
め
ぎ
し
て
推
進
す
べ
き
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
よ
り
よ
い
人
づ
く
り
」と
は
、

知
・
徳
・
体
、
そ
れ
に
情
操
の
、

調
和
の
と
れ
た
健
や
か
で
心
雙
か

な
区
民
の
育
成
に
あ
る
と
い
え
ま

す
。こ

れ
を
実
現
す
る
に
は
、
「
市

民
学
習
の
振
興
」「
市
民
モ
ラ
ル
の

啓
発
と
豐
か
な
人
間
性
の
育
成
」

「
健
康
・
体
力
づ
く
り
と
市
民
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
」「
芸
術
・
又
化
の

振
興
と
生
活
文
化
の
向
上
」
と
い

う
施
策
が
さ
ら
に
嶝
要
と
な
っ
て

瘴
汳
す
。

し
か
し
、
行
政
は
す
べ
て
の
面

で
か
か
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
く

基
本
的
に
は
場
や
、疇
報
の
提
賎

指
導
者
の
養
成
や
派
遣
な
ど
の
役

割
を
梁
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で

推
進
を

区
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情

勢
や
6
3万
区
民
の
学
ぶ
意
欲
の
高

ま
り
に
対
に
し
て
、
郷
土
溥
物
館

や
、
地
域
の
社
会
教
育
館
・
体
渮

鰍
・
図
書
館
な
ど
社
公
敦
膏
施
設

の
建
設
に
禎
極
的
に
取
り
組
み
、

生
涯
学
習
の
体
制
つ
く
り
を
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
生
涯
学
習
の
内

容
の
充
実
に
、
よ
り
I
屬
勾
を
入

れ
る
段
階
に
き
て
い
ま
す
。

し
か
し

、生
涯
学
習
の
主
役
は
。

区
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
こ
の
主
役

を
中
心
に
学
校
や
行
政
機
関
の
ほ

か
、
家
庭
・
地
域
社
会
や
民
間
企

業
な
ど
、
社
会
に
存
在
す
る
多
く

の
歓
育
機
能
を
結
集
し
て

。
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
と
そ
の
連
携

を
強
め
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要

か
あ
り
ま
す

。

こ
の
た
め
、
区
で
は
現
在
、
生

涯
教
育
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
向
け

て

、
生
涯
教
育
推
進
の
た
め
の
貝

体
的
な
施
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

八
生
涯
教
育
推
進
担
当
V

学ぶことにチ ャレンジ( さまざ まな 教室に黙い視轢が… )

生
涯
学
習
と
生
涯
教
育

生
涯
学
習
は
、
皆
さ
ん
自
身

が
学
習
す
る
と
い
う
考
え
方
で

す
。
皆
さ
ん
が
自
己
の
充
実
と

生
活
の
向
上
を
め
ざ
し
、
自
分

に
合
つ
た
方
法
手
段
を
み
つ
け

て
、
自
ら
選
ん
で
行
う
学
習
の

こ
と
で
す

。

こ
れ
に
対
し
て
、
生
涯
教
育

は
、
社
会
の
さ
ま
ざ
袤
な
教
育

槻
能
を
お
互
い
に
関
連
さ
せ

て
、
総
合
的
な
整
蠏
・
充
実
を

図
っ
て
い
く
と
い
う
公
的
で
社

会
的
な
教
育
政
策
に
重
点
を
お

い
た
考
え
方
で
す

。

区政 に生 かす
区 民 の 声

区 政モニター募集

区
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
区
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
区
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
、
大
忝
な
役
割
を

果
し
て
い
ま
す
。「
調
和
の
と
れ

た
心
豊
か
な
住
み
よ
い
足
立
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
知
恵
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
次
の
要
領
で
区
政
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
椣
極

的
に
ご
c
蕚
く
だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

▽
連
絡
会

巖
の
出
席
(
年
3
回
程
度
)
 

▽
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
(
年

4
回
程
度
)

▽
区
政
全
般

に
つ
い
て
の
鴟
報
・
意
見
・

要
望
等
の
随
時
提
出

▽
そ

の
他
広
聴
業
務
へ
の
協
力

募
集
人
員

図
名

任
期

昭
和
6
1年
4
月
I
昭
和

6
2年
3
月

応
募
資
格

次
の
条
件
を
全
て

満
た
す
方

▽
碼
2
0歳
以
上
で
、
足
立
区

に
引
き
続
き
6ヵ
月
以
上
居

住
し
て
い
る
方

▽
足
立
区

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方

▽
都
内
各
地

方
公
共
団
体
の
職
鰄
で
な
い

方
剛
礼

▽
会
巌
の
出
席
・；
1
回

千
5
0
0円

▽
ア
ン
ヶ
I
ト
の

回
答
・
:
1
回
千
円

応
募
方
法
2

月
1
0
日
ま
で

に
、
電
話
で
応
募
用
紙
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。
折
り
返

し
郵
送
し
ま
す

選
考

地
岐
別
、
年
齢
別
、
性

別
、
職
業
別
等
を
考
慮
の
う

え
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
孝
ま

す
応
募
・
問
合
せ
先

広
報
課

グ
ラ
フ
あ
だ
ち
(
生
涯
学
習
特
集
)

配 布 中
( 無料)

今
回
は
。生
涯
学
習
の
す
す
め
‘

と
い
う
'
』
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
分

野
で
学
習
さ
れ
て
い
る
区
民
の
姿

や
、
身
近
に
利
用
で
さ
る
施
設
の

紹
介
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

無
料
で
さ
し
上
げ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
家
族
一
緒
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。
な
お
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
方
々
に
は
無
料
で
使
用
写
真

を
さ
し
上
げ
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

配
布
場
所

各
出
張
所
、
区
役
所

受
付
、
広
報
課
窓
口

問
合
せ
先

広
賀
課

便
利
に
な
り
ま
す

新
し
い
出
張
所

″
区
民
事
務
所
″

中
央
本
町
庁
舎
の
業
務
開
始

と
同
時
に
、
い
串
ま
で
の
出
張

所
は
、
区
内
1
8力
所
に
再
配
置

さ
れ
「
区
民
事
務
所
」
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
新
し
い
「
区
民
事
務
所
」

は
、
最
新
の
O
・
A

・
機
器
を

設
置
し
、
本
庁
舎
、
中
央
本
町

庁
舎
を
専
用
回
線
で
結
ぶ
こ
と

で
、
区
内
ど
'
』の
区
民
事
務
所

で
も
利
用
で
滯
る
よ
う
に
な
り

よ
り
便
利
に
な
り
ま
す
。

区
民
事
務
所
で
取
り
扱
う
事

務
は
左
賚
の
と
お
り
で
す
。
な

お
業
務
開
始
は
4
月
7
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

区
民
部
管
理
課
管

理
係

区 民事 務所 で取 扱う主な事務
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第
4

回

公開 し ない こ と の
で き る情 報

情報 公開
ミニ コ ー ナ ー

Q
公
文
書
公
開
条
例
が

施
行
さ
れ
る
と
、
ど
の

よ
う
な
公
文
S
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
か
。

A
区
が
い
ろ
ん
な
事
業

を
行
う
場
合
に
は
、
こ

れ
ま
で
も
『
あ
だ
ち
広
報
に
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
っ
て
、

必
要
な
情
報
を
区
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
I冫
な
こ
と
を
「
情
報
提

供
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
公
文
魯
公

開
条
例
に
基
づ
い
て
公
開
す
る

も
の
は
、
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
に
作
成
し
た
文
書
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
区
が
事
業
を
行
う
に

当
た
っ
て
、
区
の
意
思
決
定
等

の
手
続
き
の
た
め
に
作
成
さ
れ

る
文
書
や
、
国
や
他
の
自
治
体

等
か
ら
取
呀
し
た
文
一
等
で

す
。

Q
公
文
書
が
公
開
さ
れ

る
こ
と
で
、
私
た
ち
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る

よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
す
か
。

A
区
が
作
成
し
た
り
取

樽
す
る
公
文
書
に
は
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
個
人
に
つ
い

て
の
事
柄
が
記
録
さ
れ
て
い
る

も
の
が
多
敵
あ
り
ま
す
。
区
で

は
、
こ
れ
ら
の
公
文
書
が
公
開

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人

に
つ
い
て
の
情
報
が
公
開
さ
れ

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
公
開
を
原
則

と
す
る
「
公
文
一

公
開
条
例
」

に
あ
っ
て
も
、
公
開
し
な
い
こ

と
の
で
き
る
情
報
、
そ
の
第
一

に
(
適
用
除
外
事
項
)
を
定
め

。

「
個
人
生
活
に
関
す
る
情
報
で

特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
う
る

も
の
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人

に
関
す
る
情
報
は
原
則
と
し
て

非
公
開
と
し
、
区
民
の
皆
さ
ん

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
ま

す

。
た
だ
し
、
法
令
や
条
例
で

誰
で
叭
飃
る
こ
と
の
で
き
る
情

報
や
、
公
表
す
る
こ
と
を
目
的

に
作
成
さ
れ
た
情
報
等
は
公
開

さ
れ
ま
す
。

Q
非
公
開
と
す
る
こ
と

の
で
き
る
情
報
に
は
、

個
人
哢
報
の
外
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
か
。

A
第
二
に
、
企
業
等
の

法
人
や
団
体
、
あ
る
い

は
個
人
が
営
む
事
業
に
関
す
る

哨
報
で
、
公
開
さ
れ
る
と
こ
れ

ら
の
法
人
等
が
明
ら
か
に
利
益

を
損
う
も
の
で
す
。し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
情
報
で
も
、
人
の

生
命
や
健
康
等
鴛
又
必
要
か

ら
公
開
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
第
三
に
。区
政
の
執
行
に

関
す
る
情
報
で
、
公
開
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
区
政
執
行
上
次
の

よ
う
な
支
障
が
生
ず
る
も
の
で

す
。ぷ

区
政
の
公
正
又
は
適
正
な

執
行
を
妨
げ
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の

②
区
の
公
正
又
は
適
正

な
意
思
形
威
に
支
障
が
生
ず
る

も
の

③
区
の
附
属
機
関
等
の

公
正
又
は
円
屑
な
壥
営
が
著
し

く
損
わ
れ
る
も
の

④
区
と
国

等
と
の
協
力
関
係
や
信
頼
関
係

が
棡
わ
れ
る
も
の

第
四
に
、

法
令
等
で
公
開
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
情
報
で

す
。こ

の
ぷ
つ
に
、
公
文
罸
公
閲

条
例
は
区
民
の
皆
さ
ん
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
守
る
こ
と
を
儕
先

に
濁
営
さ
れ
ま
す
。

A
情
報
公
開
準
備
担
当
V

¬ 匸1
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福祉事業
あんない

ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所の
相
談

身
体
に
障
害
の

あ
る
方
に

身
体
上
な
九
ら
か
の
障
害
の
あ

る
方
に
、
身
体
障
害
者
囑
祉
司
が

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装

具
や
更
生
医
療
の
給
付
、
家
庭
奉

仕
員
等
の
派
遣
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の

こ
と
で
お
困
り
の
方
へ

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
方
の
援
護

旆
般
へ
の
入
所
、
「
愛
の
手
帳
」
の

交
付
な
ど
に
つ
い
て
。
精
神
薄
弱

者
福
祉
・
司
が
相
談
に
t
`
じ
て
い
ま

す

。

母
子
家
庭
の
方
に

相
談

母
子
相
談
員
が
2
0歳
未
満

の
児
童
の
い
る
母
子
家
庭
の
経

済
上
の
問
題
、
児
童
の
就
学
な

ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

貸
付
制
度

経
済
的
自
立
の
助
成

を
目
的
に
、
事
業
開
始
・
継
続

資
金
、
住
宅
補
修
金
、
就
職
・

就
学
支
度
金
な
ど
呎

必
要
に

C
じ
て
貸
付
け
ま
す

母
子
寮

生
活
環
境
を
豕
凡
て
児

童
を
養
育
し
た
い
母
子
家
庭
の

方
に
、
母
子
寮
入
所
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
急
に
宿
泊
先

の
な
く
な
っ
た
母
子
に
、
一
時

的
な
宿
所
夲
提
供
し
、
生
活
相

談
に
応
じ
る
一
時
保
寢
所
も
あ

2
ヂ

単
親
家
魔
休
養
ホ
ー
ム

指
定
の
国
民
宿
舎
を
年
1
回
、

I
泊
2
日
に
限
り
、
無
科
ま
た

は
低
額
な
料
金
で
利
用
で
さ
ま

す
単
親
家
庭
家
事
援
助
者
派
遣

観
が
詞
気
や
け
が
の
た
め
、
児

章
の
世
脳
に
困
っ
た
時

介
霞

人
を
派
遣
に
yま
す

ご
婦
人
の
方
に

夫
の
酒
乱
、
擧
力
行
為
か
ら
逃

れ
て
一
時
的
に
保
護
を
求
め
る
婦

人
や
、
複
雑
な
問
題
を
か
か
え
て

困
っ
て
い
る
婦
人
を
対
象
に
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

児

童

相

談

児
童
福
祉
司
が
養
育
、
障
害
児

な
ど
子
ど
も
の
問
題
に
つ
い
て
相

鮫
に
応
じ
て
い
冰
f
y。

相
談
日

毎
週
月
・
木
曜
日

午

前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
(
中
郎

福
祉
事
務
所
は
木
曜
日
の
み
)

家

庭

相

談

家
庭
相
談
貝
は
、
家
庭
内
の
悩

み
ご
と
な
ど
の
聞
き
役
。
相
談
相

手
で
す
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
日

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

午
険
1
時
か
ら
5
時
ま
で

生

活

保

護

訶
気
な
ど
の
理
由
か
ら
勳
け
な

く
な
り
、
収
入
が
誠
っ
た
た
め
生

活
費
や
、
医
療
費
に
お
困
り
の
方

に
は
、
生
活
保
護
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

老

人
の

方
に

老
人
福
祉
指
導
主
事
が
老
人
ホ

ー
ム
ヘ
の
入
所
、
家
庭
奉
仕
員
等

の
派
遣
、
日
常
牛
居
用
具
の
給
付

な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ろ
う
あ
者
の
方
に

手
話
通
訳
者
か
、
る
ひ
あ
者
の

方
の
相
訣
を
戞
け
ま
す
。

今
年
度
か
ら
相
談
日
が
各
福
祉

事
務
所
と
も
、
毎
月
第
4
木
曜
日
(

休
・
祭
日
に
当
っ
た
時
は
翌
日
)

の
午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で
に
変

更
に
な
り
ま
し
た

。

嶌
児
童
・
家
庭
・
手
話
通
訳
相
談

以
外
は

。
常
時
行
っ
て
い
ま
す

。

○
相
談
、
問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず

れ
も
管
轄
の
笳
祉
事
務
所
へ
。

乳 幼 児
す こやか

相 談

区
で
は
、
育
児
に
つ
い
て
悩
み

を
お
持
ち
の
方
に
、
豊
富
な
知
識

と
経
験
を
持
つ
保
母
が
相
談
に
ほ

じ
る
「
乳
幼
児
健
全
育
成
相
談
事

葉
」
衆

次
の
私
立
保
育
園
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

・
実
施
保
育
園
、
相
談
日
・
時
間

▽
興
野
保
育
園
(
西
新
井
本
町

4
j
1
9
1
2
3
S跏
3
2
0
　
　
0
)

、
毎
週
月
・
土
曜
日

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
　
　
2
9
-
6

雲
8
8
9
3
8
6
0
)
、

陬
週
水
・
金
限
日

漸
い
ず
れ
も
、
午
前
9
時
～
午
後
5

時
嫐
相
談
方
法

電
話
ま
た
は
、
面
接
の
い
ず
れ

の
方
法
で
も
受
け
付
け
ま
す
。*

相
談
内
容
の
秘
密
は
、
厳
守
し

ま
す
。

○
こ
の
事
業
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
児
重
福
祉
係
へ
。

福 祉事 務所では、手話での相談も行 ってい ます

20歳になられたみなさん

契 約は慎重に

困った
ときは

消費者センタ ーへ
870- 1301

成
人
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
、
今

一
番
し
た
い
こ
と
は
旅
行
?
そ
れ

と
も
お
し
ゃ
れ
9・

若
い
人
た
ち
の
そ
ん
な
心
理
を

巧
み
に
つ
い
て
晏
く
旅
行
に
い

け
る
≒
お
肌
の
診
断
を
し
ま
す
‘

な
ど
と
話
し
か
け
、
高
額
な
英
会

話
教
材
や
化
粧
品
の
喟
入
契
約
を

さ
せ
ら
れ
た
苦
情
相
談
が
、
毎
年

数
多
く
消
n
者
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

2
0歳
か
ら
は
、
た
と
え
学
生
で

も

二

人
の
成
人
」
と
し
て
自

分
で
し
た
契
約
に
は
き
ち
ん
と

責
任
を
痔
た
な
け
れ
ぱ
な
り
ま

せ
ん

。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
巧
妙
な
手

口
や
話
術
に

。つ
い
'

そ
の
気

に
さ
せ
ら
れ
、
安
易
に
不
必
要

な
も
の
ま
で
購
入
契
約
さ
せ
ら

れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

不
要
な
も
の
は

。い
ら
な
い
」

と
は
っ
き
り
卮
う
、
自
分
の
意

志
を
し
っ
か
n
と

持
っ
た
、
自

立
し
た
消
賢
者
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
豊
か
な

木
來
を
築
い
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

訪
問
販
充
な
ど
で

、
つ
い
商

品
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
時
、
7

日
以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
解

約
で
膏
ま
す
。
た
だ
し
適
用
は

指
定
商
品
に
限
ら
れ
、
現
金
で

一
括
払
い
を
し
た
場
合
の
適
用

は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
へ

「
現
況
届
書
」
の
提
出

期
限
は
1
月
3
1日
で
す

新
し
い
国
民
年
金
制
度
で
は
、

厚
生
年
金
と
船
貝
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
の
奥
さ
ん
(
健
康
保
険

の
被
保
険
者
)
は
、
左
記
に
よ
り

届
出
が
必
要
で
す
。

▽
現
在
、国
民
年
金
に
加
入
し
て
　

い
る
方
・
;
国
民
年
金
任
意
加
入
　

被
保
険
者
現
況
届
を
、1
月
3
1
　

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
現
在
、
国
民
年
金
に
禾
加
入
の

方
・
:
4
月
以
降
に
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す

現
在
、
圃
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

で
、
現
況
届
の
用
紙
が
届
い
て
い

な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

適
用
係

国
民
年
金
相
談

国
民
年
金
に
閧
す
る
疑
問
や
制

度
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
知
り
た

い
方
の
た
め
に
、
国
民
年
金
相
談

を
行
い
ま
す

。

当
日
は
、
足
立
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
専
門
官
が
来
所
し
、
質
問

や
相
談
な
ど
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
2

月
5
日
(
水
)
、
午
前
1
0
　

時
～
午
後
3

時
3
0分

場
所

区
役
所
2
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先

適
用
係

お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
保
険

料

の

納

付

昭
和
6
0
年
度
国
民
年
金
保
険

料
第
t
期
分
(
昭
和
6
1
年
卜
月
I

3
月
)
の
納
期
限
は
1
月
3
1日

で
す

。
毎
月
納
付
の
方
は
、
各

月
の
末
で
す

。

ま
た
、昭
和
5
8
年
度
第
3
期

分
(
昭
和
5
8
年
1
0
月
～
1
2
月
分
)

は
、1

月
末
日
を
過
ぎ
る
と
時

効
と
な
ひ
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
I

。

納
付
書
を
紛
失
等
さ
れ
た
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

検
認
佩

私
立
高
校
入
学
資
金

融

資

の

あ

っ

せ
ん

区
で
は
、
お
子
さ
ん
が
、
私
立

高
校
や
、
高
等
専
門
学
校
に
入
学

す
る
際
、
入
学
金
な
ど
で
お
困
り

の
方
に
、
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行

っ
て
い
ま
す
。

申
込
資
格

次
の
す
べ
て
を
満
た

す
方▽

私
立
高
校
ま
た
は

。
高
等

専
門
学
校
進
学
予
定
者
と
同
居

し
て
い
る
保
護
者

▽
区
内
に

引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
て

い
る
こ
と

▽
住
民
税
痴
帰
納

し
て
い
な
い
こ
と

▽
昭
和
5
9
　

年
中
の
年
収
が
次
の
金
額
以
下

で
あ
る
こ
と
(
給
与
所
得
者
・
:

支
払
い
給
与
の
総
額
が
瞋
万
円

以
下

、
事
業
所
辱
者
…
a
所
得

額
等
が
碣
万
円
以
下
)

融
資
額
1
0

～
5
0万
円
(
1

万
円

単
位
)

利
率

年
6
%

返
済

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
3
　

年
以
内
(
元
金
均
等
月
賦
僕
還
)

保
証

金
融
機
関
所
定
の
保
証
が

必
要
で
す
(

保
証
料
は
区
で
負

担
)

申
込
用
紙

区
内
中
学
校
在
学
者

は
各
中
学
校
に
、
そ
の
他
の
方

は
振
興
係
に
あ
り
ま
す

申
込
期
限
2

月
1
5日

申
込
・
問
合
せ
先

学
務
第
二
課

振
興
係

ご
利
用
く
だ
さ
い生

業

資

金

貸
付
対
象

一
般
の
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

で
、こ
の
資
金
を
借
り
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
独
立
の
生
計
か

立
て
ら
れ
る
方
で
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
方

▽
区
内
に
1
年
以
上
居
住
し

て
い
る
こ
と

▽
世
帯
の
生
計

を
立
て
る
原
則
と
し
て
、
住
民

登
録
の
世
帯
主

▽
事
業
の
拡

充
お
よ
び
、
新
規
に
開
業
す
る

こ
と

▽
住
民
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

▽
確
実
な
連
帯

保
証
人
を
L
名
つ
け
る
こ
と

貸
付
限
度
額

Ⅲ
万
円
〒
世
帯
)

利
率

年
3
・
6
5
%
(・据
置
期
間

中
は
無
利
子
)

返
済
方
法

闌
回
均
等
噴
還
(
6
　

ヵ
月
据
置
)

申
込
方
法

申
込
者
本
人
が

直

接
申
込
書
を
援
護
係
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は

出
張
所
に
も
あ
り

ま
す

申
込
期
限
1

月
3
1日

申
込
・
問
合
せ
先

援
護
係

お
産
費
用
に

お

困
り

の

方

へ

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
妊
産

婦
か
入
院
し
て
お
産
す
る
こ
と
が

困
雛
な
方
の
た
め
、
入
院
助
産
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象

次
の
要
件
を
、
い
ず
れ
も

満
た
す
方

▽
妊
娠
7
ヵ
月
以

上
の
方

▽
5
9年
分
所
樽
税
額

か
1
万
6

千
崩
円
以
下
の
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
5
9年
分
所
樽
税
額
お
よ
び
、

前
年
度
分
特
別
区
民
税
額
が
わ

か
る
も
の

▽
健
康
保
険
証
　

▽
母
子
手
帳

▽
印
か
ん

申
請
場
所

各
福
祉
事
務
所

く
わ
し
く
は
、
児
童
福
祉
係
ま

た
は
、
各
福
祉
事
筋
所
へ
。

戦
没
者
等
の
遺
族
に特

別
弔
慰
金
を
支
給

現
在
、
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す

。
お
済
み
で
な
い
方
は
、
忘

れ
ず
に
ど
う
ぞ
。

対
象

満
州
事
変
以
後
、
戦
傷
病

死
し
た
旧
軍
人
・
軍
属
・
準
單

矚
等
の
遺
族
で
、
昭
和
叨
年
4
　

月
1
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
・

遺
族
年
金
等
を
鷽
け
る
権
利
の

あ
る
方
が
い
な
い
遺
族
で

、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
　

①
第
1
1
3

回
の
特
別
弔
慰
金

を
受
け
た
方
お
よ
び
、
こ
れ

ら
夲
蒔
効
に
よ
り
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
方

②
公
務
扶
助
料
な
ど
苟
受
け
る

権
利
の
あ
る
方
が
、
昭
和
M
　

年
4
月
1
日
I
昭
和
6
0年
3
　

月
3
1日
の
問
に
死
亡
し
、
釿

た
に
特
別
弔
慰
金
の
受
給
権

を
呀
た
遺
族
の
力

支
紿
額

戰
没
者
よ

に
っ
き
、

3
0万
円
の
1
0年
僕
還
S
僕

崎
求
期
限

昭
和
6
3年
6
月
1
3日

牘
求
・
問
合
せ
先

援
霞
係

春
の
行
楽
に
ど
う
ぞ

湯
河
原
・
伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘

4
月
利
用
は
、
左
表
の
と

お
り
で
す
。な
お
パ
ガ
キ
は
I

保
養
所
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚

に
限
り
ま
す

。

ご
家
族
や
お
友
逢
と
ご
I

諸
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

勤
労
青
少
年
寮
入
寮
者
募
集

鳩
所

千
住
桜
木
2
-
1
5
-
　
　
　
-

施
般
内
容

居
室
(
個
室
H
　

・
7
平
方
む
)
ほ
か

入
寮
資
格

▽
都
内
の
中
小

企
業
に
動
務
す
る
1
5歳
以

上
2
8歳
未
満
の
単
身
男
子

▽
申
し
込
み
日
前
3
ヵ

月
の
平
均
月
収
が
1
5万
円

以
下

入
寮
予
定
人
員

若
干
名

(申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
)

使
用
料

月
額
5

千
1
0
0円

(電
気
・
ガ
ス
・
水
道
料
別
)

※
申
込
用
紙
は
、
勤
労
福
祉

係
と
助
労
青
少
年
寮
に
あ

り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

助
労
橸

祉
係

販
売
し
て
い
ま
す

絵
ハ
ガ
キ
『わ
が
ま
ち
足
立
』

区
内
の
見
ど
こ
う
ひ
力
所

(
見
沼
代
観
水
公
園
、
花
畑

公
園
、
都
市
島
業
公
園
、
足

立
の
花
火
、
西
新
井
大
師
)

を
絵
ハ
ガ
キ
に
し
ま
し
た
。

販
充
価
格

Ⅲ
円
(

絵
ハ
ガ

キ
・・・
5
枚
―
組
)

販
売
場
所

広
報
課
、
西
新

井
区
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先

広
報
課
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子
供
の
ぜ
ん
そ
く

講

演

会

日
時
1

月
2
4日
(
金
)
、午
後
2
　

時
1
4
時

場
所

産
業
振
興
館

内
容

丈
夫
な
体
作
n
生
活
法

講
師

小
幡
俊
彦
医
師
(
国
立
小

児
病
院
ア
レ
ル
ギ
ー
科
)

費
用

無
料

問
合
せ
先

公
害
訶
補
償
認
定
係

新
し
い
栄
養
知
識
を

在
宅
栄
養
士

の
方
々
へ

<
第
7
回
集
団
給
食
施
設

技
術
者
講
習
会
>

日
時
1

月
2
8・
3
1日
、2
月
4
　

・
7
日
、
い
ず
れ
も
午
後
L
時

3
0分
I
4

時

場
所
中
央
友
町
社
会
教
育
館

内
容
y
乳
幼
児
の
栄
養
と
食
べ
　

さ
せ
方

▼
調
理
に
従
事
す
る

人
の
腰
痛
予
防

▼
長
寿
の
た

め
の
食
生
活
な
ど

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
申
込

講
座
名
と
住
所

、氏
名
、
年
齢
、

一

話
番
号
を
記
入
の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健
所

栄
養
指
導
担
当
(

〒
1
2
1伊
興

町
前
沼
-
1
5
7
-
6

魯
8
5
5
　
4
1
5
1
)

区
で
は
、
い
つ
で
も
誰
で
も
必

要
な
血
液
が
素
早
く
供
給
で
き
る

よ
う
献
血
の
推
進
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
冬
場
は

。
血
液
が
不
足

し
ま
す
の
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
1

月
の
献
血
日
程

▽
2
0日
(
月
)
…
…
竹
の
塚
駅
東
口

▽
2
2日
(
水
)
…
…
西
新
井
駅
西
口

▽
2
6日
(
日
)
…
…
保
塚
セ
ン
タ
ー

▽
2
9日
(
水
)
…
…
飯
田
百
貨
店
鹿

浜
店
(
鹿
浜
7
-
2
)

▽
3
0日
(
木
)
…
…
北
千
住
駅
西
口

▽
3
1日
(
金
)
…
…
区
役
所
本
庁
舎

圏
2
月
の
献
血
日
程

▽
1
日
(
土
)
…
…
西
新
井
駅
東
口

▽
3
日
(
月
)
…
…
本
木
小
学
校

▽
9
日
(
日
)
…
…
北
千
住
駅
西
口

▽
1
0日
(
月
)
…
…
王
子
信
用
金
應

西
新
井
支
店
(
西
新
#
5
-
2
)

▽
1
6日
(
日
)
…
…
西
新
井
駅
東
口

▽
1
7日
(
月
)
…
…
北
千
住
駅
西
口

▽
2
0日
(
木
)
…
…
竹
の
塚
駅
東
口

▽
2
3日
(
日
)
…
…
北
千
住
駅
西
口

※
献
血
受
付
時
間
は
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分
(

昼
食
休
憩
時

間
は
除
く
)
。

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血
蔽
セ

ン
タ
ー

酋
6
9
3
5
7
0
1
、
ま

た
は
保
健
予
防
係

献血推進強調月間

献血にご協 力を!

散 歩 道
足立の民話を訪ねて

さるぼ と けづ か

猿 仏 塚( 栗原1- 4)

島
根
小
学
校
前
に
、
石
碑
が
三

基
立
ち
、
雨
よ
け
を
し
た
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
土
地
の
人
々
は
、

古
く
か
ら
こ
の
塚
を
猿
仏
塚
と
呼

ん
で
い
李
歹
。
そ
し
て
、
哀
し
く

も
美
し
い
次
の
よ
う
な
お
話
が
あ

り
ま
す
。

今
か
ら
お
よ
そ
鈿
年
前
の
こ

と
、
こ
の
あ
た
り
の
農
家
に
一
匹

の
賢
い
鯊
が
い
て
、
留
守
番
や
ら

子
守
ま
で
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る

日
、
い
つ
も
の
ぷ
つ
に
猿
が
留
守

番
を
し
て
い
忝
と
、
寝
て
い
た
赤

ち
ゃ
ん
が
泣
き
だ
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
猿
は
家
の
人
が
い
つ

も
赤
ち
ゃ
ん
に
し
て
や
っ
て
い
る

こ
と
を
思
い
だ
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
行

水
を
つ
か
わ
せ
る
こ

と
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
猿
知

恵
の
か
な
し
さ
で
お

湯
を
う
め
る
こ
と
を

知
ら
ず
、
熱
湯
に
入

れ
て
し
ま
っ
た
た
め

に
、
赤
ち
ゃ
ん
は
死

ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
と
ん
だ
こ
と
を

し
で
か
し
た
と
思
っ

た
猿
は
、
そ
れ
か
ら

数
日
間
、
ご
飯
も
食
べ
ず
に
、

赤
ち
ゃ
ん
の
基
守
り
を
し
な
が

ら
、
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
猿
の
哀
れ
な
心
を
察
し

た
家
の
人
や
村
人
達
は
、
そ
の

亡
き
が
ら
を
こ
の
地
に
葬
り
、

塚
を
築
い
て
供
養
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
塚
が
子
供
の

守
り
仏
と
し
て
、
子
ど
も
が
病

気
に
な
っ
た
り
す
る
と
、
村
人

は
泥
だ
な
塞
眞
え
て
願
を
か

け
、
そ
れ
が
か
な
・
?
と
米
だ
ん

ご
を
供
え
る
恚
つ
に
な
っ
た
と

い
う
'
」と
で
す
。
今
な
お
、
と

き
お
り
新
し
い
眤
だ
ん
ご
が
あ

る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
ま
だ
ま

だ
こ
の
風
習
が
続
い
て
い
る
よ

う
で
す
。

A
中
央
図
書
館

郷
土
資
料
室

臟

。ふ
る
さ
と
足
立
‘
四
十
三

の
語
り
伝
え
V
よ
り
抜
粋

保健・衛生ガイド
足
伊
贏nj ?§ 11昃6 所8554151

千
干!
鳬 ぶ1 霎 所s8884277

中乖j t 19 り町? 談所11880- 1165

東毳 呎1默 相 談 所11606- 4171

り 琉 馮 楓鳧戸 。896- 4004

放
置
自
転
車
追
放
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン

2
月
1
日
か
ら
実
施

梅 島 駅

区
で
は
、2
月
1
日
か
ら
梅
島

駅
周
辺
約
釼
む
の
範
囲
の
道
路
を

放
置
禁
止
区
域
(
下
図
参
照
)
に

指
足
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、2
月
1
日
か
ら
7

日
ま
で
(
2
日
は
除
く
)
の
間
、

地
元
町
会
、
自
治
会
、
商
店
衝
他

関
係
各
機
関
の
協
力
に
よ
り
、
放

置
自
転
車
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

2
月
I
B

以
降
、
放
置
禁
止
区

城
内
に
放
置
さ
れ
る
自
転
車
等
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
移
送
し
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

交
通
安
全
対
策
課

放置禁 止区 域図

一
口

凵

部
分
の
道
略
は
放
-
禁
止
区
岐
で
す
。。

く らし の 情報

赤ちゃんの誕生・新築を記念して
苗木をプレゼント

X
で
は
、「
緑
と
水
の
豊
か
な
潤

い
の
あ
る
ま
ち
」
づ
く
り
夸
の
ぎ

し
、
緑
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
っ
と
し
て

、
誕
生
記

念
樹
と
新
築
植
樹
奨
励
用
苗
木
を

配
布
し
ま
す
。

申
し
込
み
を
お
忘
れ
の
方
は
、

左
記
の
要
領
で
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

。

○
誕
生
記
念
樹

対
象

昭
和
叨
年
2
月
以
降
に
お

子
様
が
誕
生
し
、
引
き
続
き
区

内
に
お
僅
ま
い
の
方

樹
橦

紅
梅
(
0
9
む
)

八
重
桜

(
1
2と

サ
ザ
ン
カ
(
1
5
)
　

カ
キ
(
2
1
び
)

イ
チ
ョ
ウ
(
2
1

愆

黒
竹
(
1
5
む
)
キ
ン
モ

ク
セ
イ
(
0
9
)

本
奴

右
記
の
樹
種
よ
り
1
本

配
布
場
所

○
区
役
所
本
庁
舎
　
O

第
二
庁
舎
の
い
ず
れ
か

申
込
方
法

所
定
の
申
込
(
ガ
キ

を
お
持
ち
で
な
い
方
は

官
製

(
ガ
キ
に
「
誕
生
記
念
樹
希
望
」

と
明
記
し
、
保
護
者
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
子
供
の
名

前
、
生
年
月
日

、希
望
樹
種
名
、

配
布
場
所
を
記
入
の
こ
と

○
新
築
植
樹
奨
励
用
苗
木

対
象

昭
和
6
0年
2
月
以
降

に
緑
化
計
画
番
(
敷
地
面

硫
剳
平
方

以
上
)
を
提

出
し
た
方

配
布
場
所

○
区
役
所
本
庁

舎
○
第
二
庁
舎
の
い
ず
れ

か
申
込
方
法

所
定
の
申
込
(
　

ガ
キ
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
官
製
(
ガ
キ
に
「
新
築
磑

樹
奨
励
用
苗
木
希
望
」
と
明
記

し
、
新
築
場
所
、
住
所
。
氏
名
、

電
話
番
气

配
布
場
所
を
記
入

の
こ
と

※
樹
種
、
本
数
に
つ
い
て
は
、
当

係
に
一
任
願
い
ま
す

。

配
布
予
定

い
ず
れ
も
3
月
中
旬

申
込
期
限

い
ず
れ
も
1
月
3
1日

申
込
、
問
合
せ
先

緑
化
係

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

こ
の
た
び
下
表
の
地
域
が
水

洗
化
可
能
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
地
域
に
お
庄
ま
い
の
方
に

は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事

を
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ
先
下
水
道
局
小
菅
支
　

所
　
`
8
8
2
2
、区
役
　

所
下
水
道
課

豊
凶
6
1
6
　
-

縦
覧
し
て
い
ま
す

不
燃
化
促
進
事
業
に
伴
う

都
市

計
画

変
更

案

都
と
区
で
は
、
次
の
地
区
の
不

燃
化
促
進
事
業
に
伴
い

、
用
途
地

域
、
特
別
工
業
地
区
、
高
度
地
区
、

防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変

更
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て

、
区
内
に
住

所
の
あ
る
方
丿
袤
ほ

こ
れ
ら
の

案
件
に
利
害
関
係
の
あ
る
方

は
、
縦
覧
期
間
中
に
都
知
事

や
区
長
に
意
見
粛
參
提
出
で

き
ま
す
。

都
市
計
画
変
更
地
区

▽
補

助
1
3
8兮
線
の
綾
瀬
川
左
岸

か
ら
中
川
4
丁
目
交
差
点
ま

で

▽
環
状
7
号
線
の
中
川

4
丁
目
交
差
点
か
ら
中
川
公

園
入
口
付
近
ま
で

縦
覧
期
限
1

月
3
0日

耀
覧
場
所

都
・
都
市
計
画
局

総
務
部
相
談
情
報
課
、
区
・

都
市
計
回
課

意
見
一

の
提
出
・
問
合
せ
先
　

都
・
都
市
計
画
局
地
域
計
画

部
都
市
計
画
課
(
a
2
1
2
5
1
　
1
1
)

、
区
・
都
市
計
画
課

お
忘
れ
な
く

区
・
都
民
税
第
4
期
の
納
期

昭
和
6
0
年
度
特
別
区
民

税
、
都
民
税
第
4
期
分
の
納

期
限
は
、1
月
3
1日
で
す
。

銀
行
・
信
用
金
盥
な
ど
の
金
融

機
関
か
郵
便
局
、
ま
た
は
区
役

所
・
出
張
所
の
窓
ロ
ヘ
納
め
て

く
だ
さ
い

。

A
課
税
課
V

内

職

出

張

相

談

期
日
・
場
所

▽
毎
週
金
曜
日
・
:

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
(
西
新
井

駅
柬
口
前
ニ
チ
イ
4

階
)

▽
毎
月
第
4
木
曜
日
…
東
部
セ

ン
タ
ー

時
間

い
ず
れ
も
、
午
後
1
時
3
0
　

分
か
ら
4

時
ま
で

※
な
お
、
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
相

談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
に
関
す
る
相
談
Λ
足
立

公
共
職
業
安
定
所
(
`
‘
8
8
2
1
2

8
7
)
▽
も
同
時
に
行
っ
て
い

ま
す

。

問
合
せ
先

内
職
補
導
所

8
8
8
7
3
4
6

ひ
ろば

☆
籐
工
芸
教
室

毎
月
第
1
・
3

木
曜
日
、
午
前
1
0時
I
午
唆
o
時
3
0

分
/

保
秡
社
会
教
育
館
、
水
曜

日
は
自
宅
(
谷
中
5
丁
目
)
/
月
額

千
瞋
円
/

▽
神

昔
a
6
4
6
9

☆
談
豪
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
(

無
料

出
張
寄
席
)

ね
た
き
り
の
お
年

寄
り
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
の

他
ね
た
き
り
の
方
々
へ
、
立
川
談

崔
が
出
張
寄
席
奮
釵
し
ま
す
。
家

族
ま
た
は
ご
近
所
に
ね
た
き
り
の

方
が
い
る
方
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
み
ど
り
会
―
全
国
社
会
福
祉
を

見
守
る
会

魯
凶
9
9
2
4

☆
ジ
ャ
ズ
ーリ
ズ
ム
体
操
(
初
心

者
・
主
婦
対
象
)
毎
週
水
曜
日
、

午
前
1
0時
～
H
時
3
0分
/
太
陽
信

用
金
曜
峻
瀬
支
店
/
入
会
金
・・・
2

千
円
、
月
額
1
千
円
/
▽
中
村

一一
讎
0
2
9
2

☆
チ
ビ
ッ
コ
ジ
ャ
ギ
ー
ダ
ン
ス

毎
週
水
曜
日

、
午
後
4
時
～
5
時
/

朝
日
信
用
金
寤
千
庄
支
店
/
先

糖
1
0名
/
入
会
金
3
千
円
、
月
額

3
千
円
/
▽
中
村
酋
齧
6
7

它
と
緒
に
英
語
で
話
し
ま
し

ょ
う
毎
月
第
-
4
木
曜
日
、午

後
2
時
か
ら
/
岸
本
宅
(
千
住

宮
元
町
1
8¶
1
2
)無
料
/
ど
な

た
で
も
可
/
▽
岸
本
U
s
3

○
投
稿
先

広
報
課
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各
種講座・
講習会

募
集

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

養

成

講

座

グ
ル
ー
プ
活
動
を
楽
し
く
息
の

長
い
も
の
に
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
、}
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
・
内
容
・
講
師

左
賈
の
と

お
り

場
所

敦
育
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
で
活
助
す
る
ク
ル
ー

プ
の
リ
ー
ダ
ー

定
員
3
0

名
(
多
数
の
際
は
抽
選
)
S

用

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
往

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、

電
話
番
气

グ
ル
ー
プ
名
、
グ

ル
ー
プ
の
学
習
内
容
と
会
員
数

を
明
記
の
ろ
え

申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

申
込
期
限
1

月
2
6日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

文
化
係
(
〒

圀
千
住
I
-
4
-
1
8
)

社
会
教
育

リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の

人

権

講

座

私
た
ち
は
、
誰
も
が
自
由
で
平

等
に
生
き
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。し
か
し
。現
実
に
は
、

様
々
な
矛
盾
や
不
合
理
が
あ
り
、

人
権
に
か
か
わ
る
問
題
が
あ
n
ま

す
。そ

こ
で
、
人
権
問
題
に
つ
い
て

皆
さ
ん
と
と
も
に
考
凡
た
い
と
思

い
ま
す
。

日
時
2

月
7
日
(
金
)
、午
後
1
　

時
3
0分
I
4
時

場
所

竹
の
塚
社
会
教
育
館

対
象

社
会
教
育
リ
ー
ダ
ー

内
容

私
た
ち
の
く
ら
し
と
人
権

講
師

中
村
稔
氏
(
東
映
ブ
ロ
デ

ュ
ー
ザ
恚

費
用

無
料

定
員
5
0
名
(
先
着
順
)

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

第
1
4回
婦
人
セ
ミ
ナ
ー

活
字
メ
デ
ィ
ア
の

つ

く

り

方

P
T
A

の
広
報
委
員
に
な
っ
た

り
、
グ
ル
ー
プ
の
会
報
を
出
す
の

に
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
よ
ぐ
分

ら
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
か

。

こ
の
講
座
で
は
、ミ
ニ
コ
ミ
紙
、

同
人
誌
、
学
習
記
録
な
ど
の
活
字

メ
デ
ィ
ア
を
つ
く
る
た
め
に
必
要

な
原
稿
用
紙
の
便
い
方
、
取
材
の

方
法
、
編
集
技
術
な
ど
を
実
枝
を

ま
じ
え
て
学
び
ま
す
。

日
時
2
月
7
日
～
3
月
1
2
日
の
　

水
曜
日
と
金
曜
日
(
全
1
0回
)
。

い
ず
れ
も
午
前
1
0時
～
正
午

場
所

中
央
本
町
社
会
教
育
館

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

講
師

大
場
繁
氏
(
日
本
機
関
紙

協
会
東
京
都
本
部
)

定
員
3
0

名
(
多
数
の
際
は
抽
選
)

費
用

無
料
(
た
だ
し
、
教
材
費

は
実
費
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所

氏
名
、
年
齢
、
職
業

電

話
番
气
「
婦
人
セ
ミ
ナ
ー
受
講

希
望
」
と
記
入
の
う
瓦
申
し
込

ん
で
ぐ
だ
さ
い

託
児
の
実
施
2

歳
以
上
学
齢
前

の
幼
児
の
託
児
を
実
施
し
ま

す

希
望
す
る
人
は
、「
託
児
」

と
書
き
、
幼
児
名
と
生
年
月
日

を
配
入
し
て
ぐ
だ
さ
い

申
込
期
限
1

月
2
8日
(
当
日
桷

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

婦
人
対
策
　

(〒
陶一
千
住
―
-
4
1
1
8
)

野
外
レ
ク
講
習
会

ハ
レ
ー
彗
星
観
望

7
6年
に
F
度
め
ぐ
っ
て
く
る
バ

レ
ー
彗
星
に
、
あ
な
た
も
大
接
近

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容

下
表
の
と
お
り

場
所

青
年
館
ほ
か

対
象

高
校
生
以
上
4
5歳
以
下
の

区
内
在
住
・
在
助
・
在
学
者

定
員
3
0
名
(
先
咎
順
)

費
用

無
料
(
交
通
費
、食
費
、

入
場
料
は
実
費
負
担
)

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
陬

生
活
教
室

お

い

し

い
野

菜
料

理

日
時
1

月
3
1日
(
金
)
、
午
前
1
0
　

時
～
午
後
0
時
3
0分

鳩
所

東
和
社
会
教
育
館

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

内
容

お
話
と
料
理
実
習

定
員
3
0

名
(
先
着
順
)

費
用

窈
円
(
予
定
)

申
込
方
法

窓
囗
寥
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー

眥
6
0
5
7
1
0
1

● 時間はいずりも、午後6時3ひ分～囹§ 30分

スポーツ

● 佐 野 体 青館 指導 員 付 個 人 利 用 ●
628- 3273

● 1) 円 時 問 だ1 旨 再 鱆 愕 で4 こ の 豪 は 、泓 丿胥J で の 予 定I r ごJ 。

● 東 和 体 育 館 種 目 指 定 個人 利 用 ●
S628- 6201

● 総 合 ス ポ ーツ セ ン タ ー 事 業 案 内 ● 　859- 8211

名 作
映 画会 風と共に去りぬ

水
遠
に

語
り
つ
が
れ
る

不
朽
の
名
作

日
時
2

月
1
5日
(
土
)
、
第
1
回

・・・
午
後
O
時
3
0分
、
第
2
回
…

午
後
5
時
3
0分

場
所

竹
の
塚
社
会
教
育
館

鑑
賞
券
5
0
0
円
(
全
席
指
定
)

※
鑑
賞
劵
は
、
竹
の
筱
社
会
教
育

館
で
取
扱
中
(
そ
の
他
の
公
社
施

設
で
は
、
予
約
取
次
を
行
っ
て
い

ま
す
)
。

問
合
せ
先
竹
の
塚
社
会
教
育
館
　

一
`
励
3
1
0
7

申
込

受
付

中

便
利
帳
に
広
告
を
掲
載

区
で
は
、
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」

を
1
年
お
き
に
発
行
し
、
区
内
全

世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
便
利
帳
は
、区
の
組
餓
、仕

事
の
内
容
な
ど
、
く
ら
し
に
役
立

つ
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
掲
載
し

た
も
の
で
歹
。

今
回
か
ら
は
。
企
業
な
ど
の
広

告
を
有
料
で
掲
載
し
ま
す
。

発
行
時
期
4

月
末
(
予
定
)

申
込
方
法

広
報
課
所
定
の
申
込

用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
1

月
3
1日

く
わ
し
く
は
、
広
報
課
へ
。

入室児童募集中

区立学童保育室
4
月
か
ら
の
入
室
児
童
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
各
学
童
保
育
室

へ
直
接
ど
う
ぞ
。
―
月
2
3日
ま
で

で
す
。

閥
合
せ
先

学
獸
保
育
係

環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー
展

自
然
と
緑
の
写
真
展

中
学
生
環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー
展

と
、
自
然
と
緑
の
写
真
展
を
閧
催

し
ま
す
。

ご
家
族
、
ご
近
所
の
方
を
お
誘

い
の
ろ
え
、
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

日
時
1
月
2
4
日
～
2
6
日
、
午
前
　

1
0時
～
午
後
5
時

場
所

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先

環
境
課

な
お
、
1
2月
5
日
号
に
掲
載
し

た
、
環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
入
賞
者
に
誤
り
が
あ
n
ま
し

た
。緑

化
の
部
銀
賞
で

。「
蔭
山
貴
美

子
」と
あ
る
の
は
、「
仮
屋
貴
美
子
」

さ
ん
の
誤
り
で
す
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

訂

正
1
2

月
2
0日
号
掲

示
板
掲
載
の
足
立
西
灣
掃
事

務
所
の
電
話
番
号
は
、
昔
8
5
3
2
1
4
1

の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

掲
示板

□
犬
と
猫
の
引
き
取
り
は
　

飼
い
犬
、
飼
い
猫
の
引
き

取
り
や
野
犬
な
ど
の
捕
か
く

は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
。

連
絡
先

都
助
物
管
理
事
務

所
東
部
支
所

眥
馭
4
4

□
家
族
計
画
指
導
(
避
妊
)
　

の
ご
案
内

区
の
助
産
婦
会
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
先

助
産
婦
会
(
長

沢
)
昔
8
8
6
5
2
6
5

□
増
改
築
相
談
員
制
度
の
説

明
会

相
談
員
の
資
格
は
、リ
フ

ォ
ー
ム
エ
事
に
関
し
1
0年
以

上
の
経
験
を
有
す
る
大
工
、

工
務
店
で
、2
日
間
の
講
習

を
修
了
し
た
者
に
与
え
ら
れ

ま
す
。
制
度
の
説
明
会
と
講

習
の
仮
申
し
込
み
の
受
付
を

次
の
と
お
り
行
い
ホ
歹
。

日
時
1

月
2
9日
(
水
)
。午

後
7
時
か
ら

場
所

勤
労
福
祉
会
館

問
合
せ
先

東
京
土
偐
足
立

支
郡

昔
8
5
4
5
4
0
1

□
所
得
税
・
事
業
税
・
住
民

税
の
共
同
説
明
会

▽
2
月
3
日
・・・
足
立
税
務
署

▽
2
月
4
日
・・・
花
畑
セ
ン
タ

ー
、
中
郡
セ
ン
タ
ー

▽
2
月
5
日
…
東
郡
セ
ン
タ

ー
、
西
新
井
税
務
響

柬
時
間
は
い
ず
れ
も
。午
後

2
時
～
4
時
。

問
合
せ
先

足
立
税
務
署
　
(

豐
翻
6
2
4
1
)

、
西
新

井
税
筋
署
(
き
脚
1
1
1
　
1
)

□
都
民
寄
席
無
料
招
待

日
時
2

月
2
5日
、
午
後
6
　

時
3
0分
開
演
(
浪
曲
)

場
所

足
立
区
文
化
会
館

対
象
1
2

歳
以
上
の
都
民

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に

会
場
名
を
明
記
(
1

枚
1
　

名
)
、2

月
1
5日
締
切
(
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

都
民
寄

席
事
務
局
(
〒
川
小
金
井

市
貫
井
隋
町
3
1
H
1
1
6
　

さ
0
4
2
3
-
8
1
5
5
3
　
4
)

私
立
幼
稚
園
児

の

保
護
者
の
方
へ

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

区
で
は
、
私
立
幼
稚
園
と
幼

稚
園
類
似
施
設
園
児
の
保
護
者

の
方
に
。
補
助
金
を
支
給
し
て

い
聿
罵

今
回
は
、昭
和
6
0
年
1
0
月
～

6
1
年
3
月
ま
で
の
6
ヵ
月
分
　

(
後
期
分
)
で
す
。ま
た
、前

期
分
(
昭
和
6
0
年
4
月
～
9
月

ま
で
)
の
申
請
漏
れ
の
方
も
今

回
受
け
付
け
ま
す

。

昭
和
6
0年
慶
の
補
助
金
は
今

回
で
締
切
り
ま
す
の
で
、
必
ず

期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
区
内
の
幼
稚
園
類
似

施
設
は
花
畑
団
地
幼
児
教
室
の
I

園
で
す

。

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
保
腰
者

▽
昭
和
6
0年
4

月
1
日
以
降

足
立
区
に
住
民
登
録
し
て
い

る
こ
と

▽
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚

菌
類
似
施
設
に
在
籍
し

、
次

の
生
年
月
日
の
幼
児
を
も
つ

保
護
者

○
満
i
歳
(
昭
和
5
4
年
4
月
　

2
日
～
5
5
年
4
月
1
日
生
)
　

◎
員
4
歳
(
昭
和
5
5
年
4
月
　

2
日
1
5
6
年
4
月
1
日
生
)
　

○
満
3
歳
(
昭
和
5
6
年
4
月
　

2
日
～
5
7
年
4
月
1
日
生
)
　

▽
保
育
料
を
完
納
し
て
い
る

こ
と

申
請
方
法

▽
足
立
区
内
の
私
立
幼
稚
園

ま
た
は
幼
稚
園
類
似
施
設
に

在
循
す
る
園
児
の
保
護
者
に

つ
い
て
は
、
園
の
指
示
に
し

た
が
っ
て
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い

▽
足
立
区
外
の
私
立
幼
稚
園

寥
た
は
幼
稚
園
類
似
施
設
に

在
循
す
る
園
児
の
保
霞
者

は
、
本
人
が
直
授
教
育
委
貝

会
幼
児
教
育
係
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
(
興
送
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
)

個
人
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
印
か
ん
(
朱
肉
便
用
の
も

の
)

▽
園
児
在
籍
証
明
S
(
区
所

定
様
式
の
も
の
)

▽
支
払
い
は
、
口
座
振
込
の

た
め
、
保
霞
者
名
饑
の
預
金

通
帳
を
持
参
く
だ
さ
い

そ
の
他

▽
住
所
を
移
転
し
た
場
合

は
、
足
立
区
に
在
住
し
た
月

分
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
　

▽
申
請
書
類
は
、
幼
稚
園
と

幼
児
教
育
係
に
あ
り
ま
す

受
付
期
限
3

月
5
日

問
合
せ
先

幼
児
教
育
係

OU240, 0OO


